
●無意識犯

「就活で4人に一人がセクハラ被害、
って、なんか多すぎない？」
「セクハラって言っても、内容は様々
だから…」
「確信犯は問題外としても、つい、う
っかり、っていうケースも多いんじゃ
ないかな？」
「ちょっと！何それ…？つい、うっか
り、って…」
「…いや、その、誤解とか、そんなつ
もりじゃない、とか…」
「それ、ただの弁解でしょ」
「でも、確信犯と一緒にしないでよ」
「はぁ！？確信犯じゃなければ、別に
いいだろ、って言ってるようにしか聞
こえないんですけど！」
「それこそ誤解だよ」
「警察に捕まらなければ何をしてもい
いと思ってる、わざとじゃなければ許
されると思ってるんでしょ…最低！」
「そんなにムキにならなくても…」
「人事課のスタッフとして、大いに問
題あり」
「ひどいなぁ…僕は男の気持ちを代弁
しただけで…」
「あなたはほんとに分かってないね。
もう何も言わないほうがいいんじゃな
い。当分昇進はないな」
なんでも直言するＢに、とことん責
められ、Ａは滅入ってしまった。まる
でセクハラ加害者にさせられたよう
で、気分が悪い。そうか、こうしてセ
クハラ加害者の冤罪が作られるんだ、
などと勝手な想像をしていた。
だいたい、思ったことを口にしただ
けなのに、ムキになって責められるな
んて、Ｂとは気軽な会話もできない
し、もう何も話す気にならない。Ａは
だんだん腹が立ってきた。昼休みが終
わっても、気分は最悪だった。機嫌の
悪い顔で職場に戻ったのだろう。
「Ａ君、気を付けたほうがいいよ」
とＣから声をかけられた。
「ご、ごめん…何か気分が悪くてさ」
「え…」
「…不機嫌な顔、してたでしょ？」
「いや…そうじゃないんだけど…」
「…」
「…気にしないで。何でもないから
（…Ｂの言うとおりだ。Ａは全く分か
ってない…）」

Ｃは僕に何を言い
たかったんだろう
…Ａには見当がつ
かなかったが、職
場の様子がどうも
おかしいことに気
が付いた。同僚た
ちの自分に対する
態度が、なんだか
よそよそしい。何

だろう…？Ａは不安になった。
Ａは休憩室にいた先輩のＤに聞いて
みた。
「お前、Ｂに何を言ったんだ！？」
「Ｂ！？…そうか、そういうことか」
「みんな、お前の話で持ち切りだぞ」
「そ、そんな…僕は、ただ…」
「ワキが甘すぎ」
「でも、Ｄさんなら、同じ男として、
僕に共感してもらえますよね」
「いや…全く…」
「Ｄさーん…」
「痛い思いをする前に、どこかで気が
付かないとまずいと思うよ」
「…」
みんなで、寄って集って僕をダメ社
員扱い…それもこれも、Ｂがベラベラ
余計なことをしゃべったせいだ。これ
はＢのパワハラじゃないのか…Ａは、
今度は上司のＥに泣きついた。
「Ｂのパワハラじゃないか、と…」
「そうです。Ｂが余計なことを…」
「具体的に、Ｂは何と言った？」
「僕の発言を言いふらしました」
「どんな発言を、いつ、だれに？」
「それは…Ｄさんが、職場で、僕の発
言の話で持ち切りだ、って…」
「なるほど…」
「Ｃさんからも、気を付けろ、って」
「ほう…ところで、君のその、発言っ
て、どういう内容？」
「そ、それは…」
「Ｂから聞いたほうがいい？」
「え、いや…言います…セクハラの確
信犯と誤解は違う、と言ったんです」
「うむ…確かに違うね」
「そうですよね、そうですよね。それ
をＢは、僕が分かってない、とか…」
「それで、君はどう違うと思う？」
「確信犯は犯罪です。でも誤解は、う
っかりで、わざとじゃない…」
「それで…？」
「だから、誤解のセクハラは…」
「…誤解の場合は…？」
「確信犯よりは、罪が軽いかな…と」
「それをＢに言ったんだね」
「え、えぇ…まぁ…」
「刑罰はよくわからないけど、分かっ
てなくてセクハラをするほうが、問題
は大きいと思うよ…社内的には」
「ど、どうしてですか！？確信犯のほ
うが、罪が重いでしょう！」
「確信犯は、懲戒処分とか解雇だよ」
「もちろんです」

「それじゃぁ、うっかりの場合は」
「…解雇は、できないか、と…」
「同じだね」
「えっ、だって、確信犯と誤解は違う
って、言ったじゃないですか」
「うっかり、というのは、本人がセク
ハラを理解していない、だろ？」
「だから、処分も…」
「処分は同じだよ。問題は、無意識犯
は、分かってないから、同じことを何
度でも繰り返す」
「確信犯でも、繰り返す人はいます」
「もちろんそうだろう。でも確信犯は
処分された意味を理解できるだろう。
それでも繰り返すのは、処分をされる
ことが分かっているのに、自分の衝動
を抑えられないから。自分自身をコン
トロールできない、という意味では、
確信犯も、無意識犯も同じだろ」
「…」
「でも無意識犯は、罪の意識がないか
ら、処分されると逆切れしたりする。
俺は悪いことなんかしてない、間違っ
ているのは、そっちだ、とね」
「…」
「さて、Ｂのパワハラだが…」
「もう、いいです！」
Ｂのパワハラを相談したのに、逆に
上司のＥは、いかに自分の考え方が間
違っているのかを説教した、人事課長
がこんなハラスメント規制法違反を犯
していいのか？…社内に自分を理解し
てくれる人は誰もいない、このままな
ら、僕は職場で、みんなから白い目で
見られ続ける…そう思うと、Ａはいた
たまれなくなってきた。
「パワハラの相談を無視された、とい
うことですか？」
Ａは労基署の相談コーナーにいた。
「そうです。何とかしてほしいと思っ
て上司に相談したのに、逆に僕が説教
されて…」
「どんな相談をしたんですか？」
「同僚から、パワハラされて…」
「パワハラの事実は説明した？」
「もちろんです。そしたら、僕の考え
が間違ってる、みたいな…」
「んー…考えが間違ってる、って、何
のことについて？」
Ａののどに、苦いものがこみ上げて
きた。また同じことを話すのか…
「セクハラについて…」
「せ、セクハラ…！？パワハラじゃな
いの？」
「あ、ええ…同僚とセクハラについて
話していたら、馬鹿にされて、職場で
ベラベラしゃべったので、みんなから
軽蔑されて…」
「ふんふん、なるほど…それを上司に
相談したら、そのセクハラの考え方は
間違っている、と言われた…」
「そうです、そうです」
「ところで、馬鹿にされて、軽蔑され
た、って言ったけど」
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「はい…」
「具体的に、なんて言われたの？」
「…白い目で見られて…」
「無視されたとか…」
「い、いえ…」
「うーん…ま、とにかく、嫌な思いを
した、ということ？」
「そうです！」
「その気持ちを上司に話した？」
「えーっと…」
Ａは思い出した。セクハラの説教の
あと、Ｂのパワハラの話になる前に、
自分が出てきてしまった。
「あの、僕の代りに、上司にそう言っ
てもらえませんか？」
「言ってないのね…」
「…」
「まず、その気持ちを上司に話してみ
たらどうでしょうか」
そんなこと言えるわけないよ。どう
せ、また自分がおかしい、間違ってい
る、とか言われそうだし…第一、僕は
セクハラなんか、する訳がない。考え
を少し話しただけなのに…などと悶々
としていると、いきなり見覚えのない
メールが飛び込んできた。
「はじめまして、私は…」
また迷惑営業メールか、などと思っ
ていたが、どうもそうではない。よく
見ると、就職活動のОＢ訪問の申し込
みであると気が付いた。
これは…汚名返上、名誉挽回のチャ
ンスか、フムフム、なになに…えっ、
女の子じゃん。
セクハラなんか無縁などと言ってい
る先から、Ａの鼻の下は伸びている。
そうか、僕は人事だから、つながり
を持てば、就職に有利とか、考えたの
かな…さて、どこで会おうかな…
Ａの妄想は尽きない。ちょうど朝礼
でＥ課長がＯＢ、ＯＧ訪問を受ける際
の注意事項について説明をしていた
が、Ａの頭の中は、…僕は人事スタッ
フの中で、ＯＢ訪問を受けるトップバ
ッターかもしれない、しかも女の子だ
ぜ、でへへ…、まるで上の空だった。
ＯＢ訪問を受ける当日、Ａは約束の
時間よりずいぶん早く予定の場所に着
いた。15分前になり、10分前になって
も、誰も訪ねてこない。まだ10分前
だ。ところが5分前になり、Ａは不安
になった。時間を間違えたかな…。
「Ａ先輩でしょうか」
数分前になり、二人の男の子が、Ａ
の前に現れた。
「え、は、はい。そうです（こ、これ
はどういうこと！？）」
「貴重なお時間を頂き、ありがとうご
ざいます」
「い、いえ」
Ａは目の前にいる二人を呆然と眺め
ていたが、ハッと我に返った。
「ごめん、ごめん。てっきり女の子だ
と思ってたものだから…」

「…」
「Ｆクン

．．
、だったのね。よく間違えら

れない？」
「い、いえ…」
「あ、そう。でもなんで二人なの」
「えっ、それは御社のウェブサイト
に、ＯＢ訪問は複数で、って…」
「へぇ…そんなこと書いてあるの？」
「…（この人、ほんとに人事なのかな
…！？）」
「二人は仲良しなの？」
「え、ええ」
「男二人でデートしてたら、誤解され
ちゃうよ」
「いや、そういうことでは…」
「そういう発言、って、問題じゃない
んですか？」
Fの友達のＧが口を挟んだ。
「問題…！？でも女の子が一人でもい
ると、雰囲気が明るくなるよ」
「…」
結局Ａは、ＦとＧを相手に、どうで
もいいような会話をして、予定より早
く散会した。その後も二人から連絡が
来ることもなく、二人のことはすっか
りＡの頭の片隅からも消えていた。
「どうぞ」
「失礼いたします」
「お座りください」
Ｂが面接官を務める採用面接で、Ｇ
が席に着いた。一通りの質疑が終了
し、最後にＢが聞いた。
「ほかに何か、聞いておきたいことは
ありますか？」
「…はい…」
「どうぞ」
「ちょっと、言いづらいことなんです
が…」
「でも、…Ｇさんとしては、話してお
きたいこと、なんですね」
「はい」
「ここでのお話の内容は、採用判断に
必要な範囲でのみ活用されます」
「あの…御社では、ＬＧＢＴの問題に
ついて、どうお考えなのでしょうか」
「ジェンダーの問題はとてもデリート
な要素があり、社員一人一人の認識も
一朝一夕に代わるものではないと思い
ます。ですが、もしこの問題を理由に
心無い中傷を受けたり、差別的な対応
を受けるようなことは、あってはなら
ないことで、万が一こうした行為が確
認された場合には、懲戒処分の対象に
なることになっています」
「本当ですか？」
「ハラスメント防止規程に、このよう
にはっきりと書かれています」
規定内容を一語一語確認しながら、
Ｇは心拍数が速くなり、体が固まって
しまった。Ｂは、Ｇの呼吸が微妙に震
えていることに気が付いた。
「何か、ありましたか？一旦、席を外
しましょうか？」
「いえ、だ、大丈夫です…実は…」

当事者の真意を読み取り、問題に対する
認識のギャップを埋め、話をつなぐ
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